













































































































































































































































































































































































No． Mode1 力 R2 AIC
1 γ＝βo＋β1x＋ε 2 46．97 5284．8
2 γ；β。十β。X＋ε 2 72．22 4999，8
3 γ＝β。十Σ言一。β必十ε 5 22．44 5458，5
4 γ＝βO＋βIX＋β。X＋ε 3 74．45 4964．9
5 γ＝βo＋β1X＋Σ書一。βゴX｛十ε 6 61．87 5147．4
6 γ；β。十β。X；十Σ薯：。β±X＋ε 6 73．18 4992．2
7 γ＝β。十β1Xユ十β。X；十Σ書＿3β｛X；十ε 7 74．64 4969．5
8 lnγ＝β。十β1X＋ε 2 55．73 5014．3
9 lnγ＝β。十β。X。十ε 2 73．97 4780．1
10 lnγ＝β。十Σ言一。β‘X；十ε 5 21，81 5271．2
11 1nγ＝β。十βlX＋β2X＋ε 3 78．94 4688．5
12 1nγ＝β。十β王X＋Σ…一。βゴX＋ε 6 68．29 4875．2
13 1nγ＝βo＋β。X；十Σ書。。β圭X＋ε 6 76．16 4749．3
14 lnγ＝β。十β1X＋β2兄十Σ薯＿3β｛X＋ε 7 79．24 4690．3
15 1nγ＝β。十β1lnX＋＋ε 2 44．90 5110．8
16 1nγ＝β。十β21n（1＋兄）十ε 2 67．53 4877．5
17 1nγ＝β。十βl1nX1＋β。1n（1＋X≡）十ε 3 78．98 4687．9
18 1nγ＝βo＋β、1nXl＋Σ書一3β｛X＋ε 6 66．80 4895．4
19 1nγ＝βo＋β。1n（1＋X）十Σ書昌。β｛X＋ε 6 69．74 4854．5
20 1nγ＝β。十βl1nX＋β。1n（1＋X；）十Σ言一。βゴX＋ε 7 79．33 4688．4
表2　　mode120のオー検定．
Table2　チーtest　for　mode120、
推定値　標準誤差　　チ値　　＊〃（＞1去1）
βo　　　3．8428　　　0．0566
β1　O．2458　0．0173
β。　O．2385　0．0147
β。　O．2174　0．1492
β。　0．0833　0．0410
β。　O．0509　0．0335
β。　O．2535　0．1357
67．8367　　　　0．0000
14．1932　　　　0．0000
16．2233　　　　0．0000
1．4571　　　　0．1458
2．0336　　　　0．0426
1．5196　　　　0．1293
1．8686　　　　0．0624
＊チ値の絶対値より大きくなる確率
　従って20個のモデルの中で一番良いのはmode117である．残差に対する正規ρ一ρプ
ロットは図2よりだいたい直線になっている．mode117に対するチー検定表を表3に示す．
mode117の各データの予測値に対する観測値の散布図を図3（a）に示す．また，予測値に対す
る残差の絶対値の散布図を図3（b）に示す．図3（a）では観測値が5．7（S波速度に換算すると
約300m／s）くらいのところまでは予測値が観測値のまわりをだいたい均等に分布している．
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　　　　　図2　　各モデルの残差に対する正規Q－Qプロット．
　　　　　Fig．2　Normal　probabi1ity　p1ots　of　residua1s　for　the　fit　of　each　model　by
　　　　　　　　　Q－Q　PlOt．
図3（b）についても，予測値が5．7くらいのところまでは残差は均等に分布している．予測値
が5．7より大きいところではやや偏りがある．よって，モデルを改良する余地が残っている
ようである．
　ここで扱ったデータとmode117によるS波速度の推定式は
一60一
ダミー変数を用いた線型回帰モデルとそのAICによる表層地盤におけるS波速度の推定一河合
　　　　表3　　　mode117のf一検定．
　　　　Table3　左一test　for　mode117．
　　　推定値　標準誤差　　チ値　　＊1〕r（＞1’1）
β。　3．9290　0．045286．9840　0．0000
β1　　　0．2252　　0．0146　　15．4397　　0．0000
β。　0．2556　0．009626．6449　0．0000
　＊チ値の絶対値より大きくなる確率．
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図3　　mode117における各データの（・）予測値に対する観測値の散布図，（b）予
　　　　測値に対する残差の絶対値の散布図．
Fig．3S・・tt・・p1・t・・f（・）・b・・…d・・1・・…d（b）・b・・1・t…1・…f
　　　　residua1s　versus　predicted　va1ues　for　the　data　with　mode117．
1nア＝3．9290＋0．2252X1＋O．25561n（1＋X2）
である．
5　おわりに
　S波速度を他の地盤の指標から推定する線型回帰モデノレの開発を試みた．まず，ダミー変
数を含む線型回帰モデルをいくっか作成し，AICによるモデルの比較を行った．また，各モ
デルの残差について正規ρ一ρプロットを行い，誤差の正規性を調べた．さらに，各モデル
についてτ一検定を行い，どの指標を説明変数として選ぶとよいかを調べた．その結果，AIC
によって，目的変数，量的変数に白然対数をとったものがあてはまりがよいことが示された．
また，チー検定によって，土質をモデルに取り入れることに否定的な結果が出された．
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　最終的に選ばれたモデルはAICが最小のものに一致したが，モデルの改良の余地はまだあ
るようである．
　実際には，適用したデータの地点数が少なく，これだけからモデルを決定するのは難しい
ことである．しかしながら，ある程度の傾向は出ているようである．
　ここで適用した方法は，量的指標と質的指標を含むどんなデータにも適用できる．今後も，
様々なデータについて，線型回帰モデルの適用の可能性を探っていきたい．
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